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松原市指定文化財調書 

文化財の種類 ： 有形文化財 美術工芸品 彫刻 

記 号 番 号 ： 彫第4号 

名 称・員 数 ： 西方寺
さいほうじ

 木造
もくぞう

 十一面
じゅういちめん

観音
かんのん

立像
りゅうぞう

 1 躯 

所  有  者 ： 宗教法人 西方寺 

所  在  地 ： 松原市三宅中 5 丁目 11 番 16 号 

年    代 ： 平安時代後期(12 世紀後半) 

材質・法量等 ： 針葉樹 一木造 像高 93.2cm 

指 定 年 月 日 ： 平成 30 年(2018)9 月 20 日 

 

〔説明〕 

西方寺
さいほうじ

(融通念仏宗)観音堂の本尊である本像は、像高 93.2cm(３尺)、髪
はっ

際
さい

高 75.0cm(２

尺４寸８分)をはかる十一面観音立像で、頭上に頂上化
け

仏
ぶつ

と頭上面をつけ、右手を下ろし

て掌を前に向け、左手は肘を曲げて水
すい

瓶
びょう

を執り台座上に立つ。構造は、頭体幹部を針葉

樹系の一材から彫り出している。 

ふっくらとした丸い面相部に浅い目鼻立ちを彫り出して、まとまりのよい穏やかな表

情をみせている。胸や腹などの抑揚を強調しない体躯に表された衣文は全体に浅く、裳
も

の折り返し先端部を丸く処理するなど平安時代後期彫刻の特徴をよく示している。 

下半身の造形はまったく破たんをみせていないものの、頭部正中と脚部中央とを比べ

ると、体躯は胸下あたりから左外側に向かって大きくねじれており、正中線に狂いが生

じている。 

こうした歪みをもつ彫刻は平安時代の一木
いちぼく

造彫刻にままみられ、その原因としていく

つかの事情が考えられる。ひとつには寺社に由緒ある木(霊木・神木)が彫刻用材として

使用され、整った造形よりも彫刻に使われた用材の由緒や来歴が重視された結果、木(霊

木)の曲がりや節、空洞(ウロ)がそのまま彫刻面に現われる場合がある。次に用材の特性
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があげられる。通常、材木は伐採後に十分に乾燥させて用材に使用されるが、乾燥(期間)

が不十分である場合、用材に干割れや歪みが生じる。多くの一木造彫刻の場合、これを

防ぐために背面等に内
うち

刳
ぐ

りを施している。本像の場合、下半身の造形に破たんが認めら

れないことから後者の可能性も高いと考えられる。この場合でも十分な乾燥期間が得ら

れない事情があったものと想定され、前者の事情も考慮される。 

本像は、天慶
てんぎょう

5 年(942)に菅原道真(天満大自在天)を祭神として創祀された屯倉
みやけ

神社の

神宮寺梅松院
ばいしょういん

の本地仏であったが（注1）、明治４年(1871)の廃仏毀釈により梅松院が廃寺

となった後に西方寺へ移された（注2）。梅松院は山号を「菅
かん

應
おう

山
ざん

」と称する無本山の真言

宗寺院で（注3）、天明3年(1783)「天満宮境内絵図」(三宅・妻屋家文書)によると現在の社務

所付近に観音堂・梅松院・鐘撞堂が存在したようである。 

本像が観音堂に本地仏として安置されていたことは、梅松院から西方寺へ移された版

木と「本地堂」の扁額からも明らかである。版木は江戸時代後期(18世紀)のもので、中

央に十一面観音像を配し、下段には「河内国丹北郡三宅邑梅松院」、上部には「天満宮

本地／十一面観世音／聖徳太子御作」と刻まれている。 

梅松院(観音堂)は、江戸時代には河内における西国三十三か所の札所寺院として信仰

を集めていたようで、旧暦7月10日(現8月10日)に行われる千日会で三宅村の融通念仏

宗徒が西国三十三所詠歌を唱えていた記録が文化８年(1811)の「社役定式」(三宅・大橋家

文書)に残る（注4）。 

観音信仰は西方寺観音堂へ本像が移された明治時代以降も続き、「河内一州三十三所

霊場」・「河内新西国三拾三霊場」の札所として昭和50年代まで賑わった。現在は札所

を離れたが、三宅詠歌講の人々が毎月第2日曜日(ただし、８月のみ千日会のため実施せず)に

本像の前で河内西国三十三所詠歌や般若心経などを唱えており、本像への信仰は途絶え

ることなく続いている（注5）。 

 本像は松原市における神仏習合の実例を示した平安時代の貴重な作例であるばかりで

なく、三宅村における観音信仰や近代から戦後にかけての河内西国巡礼など、松原市の

信仰史を物語る貴重な作例と考えられる。 
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〔調 書〕 

［形 状］ 

本躰：高髻
こうけい

を結い、頂上仏面
けぶつ

、地髪
じはつ

部に頭上面をのせ、宝冠
ほうかん

(銅製)をつける。地髪は

まばら彫り。白毫
びゃくごう

をあらわす。耳朶
じ だ

環状
かんじょう

。左手は肘を曲げて水瓶
すいびょう

をとり、

右手は肘を軽くまげて垂下し、掌を前にむける。瓔珞
ようらく

(銅製)をつけ、条帛
じょうはく

、裳
も

(一段折り返し)、天衣
てんね

を着け、台座上に足先を揃えて立つ。両肩を覆う天衣は

左右の上膊内側にかかって大腿部に掛かり、その後上膊外側にかかり垂下する。

上半身と下半身にねじれが認められる。 

光背
こうはい

：光身は二重円光、光縁は雲形に蓮
れん

華
げ

座
ざ

上に種
しゅ

字
じ

(キャ)を表した光輪を 11 か所

に配した舟形
ふながた

光背。 

台座：四隅に四天王像を配した方形
ほうけい

框
かまち

上に岩
いわ

座
ざ

、反花
かえりばな

、受
うけ

座
ざ

、敷
しき

茄
な

子
す

、蓮華座か

らなる。 

 

［品質構造］ 

針葉樹系材 一
いち

木
ぼく

造 彫
ちょう

眼
がん

 体部漆箔 衣部古色 

頭体を通して一木から彫出する。内刳りは施さないか。両肩以下別材製。両手

肘から先は別材製。右手内外側にかかる天衣、左外側にかかる天衣別材。両足

先別材。 

 

［保存状況］ 

後補：金銅製宝冠、瓔珞、両手肘先以下、水瓶、天衣遊離部、両足先、台座、光背、

表面の漆箔、古色。 

欠損・亡失：右手第2指、同第1・3～5指第1関節より欠損。錫
しゃく

杖
じょう

亡失。 

 

［時 代］ 

平安時代後期(12世紀後半) 

 

［法量細目］ 

髪際高 75.0cm  頂‐顎 26.8cm  髪際‐顎  8.9cm  面 幅   9.0cm 

耳 張 12.0cm  面 奥 13.2cm  胸 厚   12.2cm  腹 厚 12.2cm 

肘 張 29.9cm  裾 張 19.6cm   足先開(外)14．4cm  同(内)  8.1cm  
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(注１）屯倉神社所蔵の享保11年(1726)「三宅天満宮縁起(以下、「縁起」と略す)」による。「縁起」によ

ると元は「三宅寺」と呼ばれていたが、菅原道真が大宰府に左遷された際に道真の後を追って大宰

府へ飛んだ飛梅と飛松の伝説にちなみ「梅松院」と名を改めたとされる。 

(注２）井上正雄『大阪府全志』巻四 1922 による。明治７年(1874)に西方寺より堺県に提出された「境

内建物取調帳」(大阪市立大学所蔵旧橋本家文書)には観音堂の記載がないため、本像が移されたの

はこれより後と考えられる。 

(注３）正徳元年(1711)「八上郡・丹北郡内七か村寺社改帳」(『松原市史』第五巻 1976年 松原市役所 

所収)に「真言無本寺 梅松院」とある。また、梅松院より西方寺に写された弘法大師千回忌を記

念して製作された弘法大師坐像（天保4年・1833）や同年銘のある燭台（五具足のうち）からも分

かる。また、山号については後述する十一面観音の版木裏面に「菅應山／方違之御札 梅松院／神

宮寺」と刻まれていることから分かる。 

(注４）一 御本地観世音菩薩七月十日千日会備物等社僧より被供誦経可被致候并当村大念仏宗旦中被相頼

西国卅三所詠歌可有事 

(注５）(財)松原市文化情報振興事業団『第十八回特別展 河内西国巡礼と松原』(財)松原市文化情報振興

事業団 2007。 

                                            



   西方寺 木造  十一面観音立像



西方寺観音堂 (東から )

西方寺観音堂及び梅松院跡位置図

0 50m(1:2500)

西方寺観音堂

梅松院跡



十一面観音立像 版木 ( 表面 )

天満宮境内絵図 (妻屋家文書 ) 天満宮境内絵図部分拡大

十一面観音立像 版木 ( 裏面 )
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